倉敷市公共事業景観ガイドライン チェックシート


	公園・緑地
（詳細設計）
	令和　　年　　月　　日作成

	【景観形成の目標・方針】



	留意事項
	CHK
	具体的な配慮の内容（又は対応できない理由）

	公園計画
	当初の自然地形を尊重し、大規模な地形の改変を抑制する
	□
	※実行する具体的配慮内容を記述。但し、実行不可の場合はその理由を記述

	
	生態系の変化が少なくなるよう検討し、自然の回復にも務める
	□
	

	
	擁壁を設置する場合は、圧迫感や単調さを軽減する
	□
	

	境界部
	まちとの連続性のある緩やかな境界線をつくる
	□
	

	
	死角をつくらないデザインを基本とする
	□
	

	
	柵やフェンスを設ける場合は圧迫感を減らす工夫をする
	□
	

	植栽
	適切な緑のボリュームを計画する
	□
	

	
	入口部や広場には樹木の配置による空間の特徴付けも検討する
	□
	

	
	環境に適した樹種を選定する
	□
	

	
	持続可能で変化に富む植栽を計画する
	□
	

	駐輪場
駐車場
	街並みとの調和に配慮した配置・形態とする
	□
	

	
	自転車が雑然と置かれないよう考慮して計画する
	□
	

	滞留空間
	利用者にとって適正な規模の居心地の良い空間を提供する
	□
	

	
	飲食施設等は控えめなものとする。
	□
	

	園路

・

舗装
	周辺との調和に配慮した素材・意匠・色彩とし、安全性・快適性にも考慮する
	□
	

	
	シークエンス（動的景観）が豊かになるよう工夫する
	□
	

	
	利用方法に対応した舗装材を用い、全体としても調和させる
	□
	

	付帯施設
	「地」の施設として控えめなデザインを基本とする
	□
	

	
	周辺と調和を測る場所等では遊具は抑えた色調とする。
	□
	

	
	モニュメントを設置する際は意図を明確にし位置や大きさに配慮する
	□
	

	サ

イ

ン
	集約化に努め、シンプルでわかりやすい表示を心がける
	□
	

	
	追加のサインは既往のデザインに合わせることを基本とする
	□
	

	その他の配慮事項
	

	【課題等、次の段階へ引き継ぐ事項】



	【添付資料】

□案内図　　□配置図　　□平面図　　□立面図　　□断面図　　□パース　　□模型写真

□現況写真　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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